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平成 26年度長岡市川口地域ふるさと創生基金事業実施内容

事 業 名 :中越大震災 10周年事業

実施期間 :平成 26年 8月 1日  ～ 平成 27年 3月 2日

事業の概要

【目 的】

中llk大震災から10年 を迎え、節日の年となることから、震災で犠牲にな

った被災者への追悼と、多くの支援者への感謝、さらには東日本人震災を

はじめとした被災地への応援イベントを行う。

【事業費】

1,783,771円

【内 容】

・「追悼 感謝・防災の集い」実施

・川 日地域全域を対象とした柳葉ひまわりの普及事業

中越大震災 10周年記録写真集作成

事業の効果

・「追悼・感謝・防災の集い」では、多くの住民が参加 し炊き出し訓練が行

えたことで、地域の防災力の強化が行えた。また、アォーレ 山古志・川

口を映像でつないだ三元中継では、黙とうや長岡市長のメッセージ、コン

サー トなどが行われたことで、新市の一体感の醸成 中越大震災被災地の

復興のメッセージが発信できた。

・黄色いフラッグに代わる事業「黄色いフラッグ次の 10年企画事業Jと し

て柳葉ひまわりの育成に取 り組んだが、今後地域住民が育成に取 り組み川

口地域全域に柳葉ひまわりの花が広がることで、新たな川口地域の 10月

の風物詩となることが期待ができる。

平成 21年に発行 した「中越大震災川 口町震災記録写真集Jは震災 5周年を

期に災害の状況をまとめて作成 したが、その後の復興状況をまとめた「中

越大震災長岡市川口地域復興記録写真集Jが今回発行できたことで、災害

の記録と復興の記録がそろい、市内外に中越大震災の記録を情報発信でき

るようになった。

今後の課題

・中越大震災 ll周年以降の計画がまだ未定のため、推進体制及び予算確保

が今後の課題 となる。

柳葉ひまわ りは宿根草で、株分けにより増やせる花だが、育成不良により

花が枯れてしまった住民に対 しての花苗の補充や育成方法の周知が課題。



「中越大震災 10周 年事業」実施状況

日  時 容内

平成 26年 3月 7日

6月 9日

8月 18日

9月 20日

10月 23日

平成 27年 3月 1日

震災復興おかげ様感謝デー実行委員会準備会開催

川口地域の 10周 年事業実行委員会の立ち上げ及び長岡市川日地域ふ

るさと創生基金事業実行委員会の委員の選出。

役員の選出 (委員長 :震災復興おかげ様感謝デー実行委員会会長水落優)

(副委員長 :

震災復興おかげ様感謝デー実行委員会副会長中林浩)

(監事 :川 口地域委員中林道泰)

第 1回震災復興おかげ様感謝デー実″

生基金事業実行委員会併催)

川口地域全体の事業内容の説リ

各地域・団体の事業計画案のよ

第2回震災復興おかげ様感謝デー実́
生基金事業実行委員会併催 )

事業内容・予算の承認

柳葉ひまわりの各集落・育成団体へσ

追悼・感謝・防災の集い開催 (250人

中越大震災長岡市川口地域復興記録写

行 (2,000冊無償配布 )



①柳葉ひまわり普及事業

実施状況写真

(1,500 κk酉己イ寸)

川 □中学校の生徒と木沢地区住民が震央

メモリアルパークに植栽 (10月 23日 )

満開の柳葉ひまわり (交流体験館)  育成団体が上越市安塚区視察(10月 8

②「追悼・感謝・防災の集いJ(10月 23日 )250名参加

日)

各集落に苗木を配布 (9月 20日 )

炊き出し訓練説明 (自 主防災組織参加 )



ポテ トスナックで作るポテ トサラダ作成 ビニール袋で作るご飯

川 □小学校児童 も炊 き出 し訓練参加 炊き出し内容 (※お盆は段ボール)

①ご飯②高野豆腐のスープカレー

③切干大根サラダ④ポテトサラダ

壼|■|11壌

配食訓練 集い参加者による試食



黙とう 長岡市長メッセージ

川 口小学校児童合唱 歌手沢 田知可子 さんと合唱

沢田知可子 さん コンサー ト 会場仝体写真



③中越大震災 10周年記録写真集作成 (2.000冊無償配布)


